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■ 

18
世
紀
半
ば
か
ら
始
ま
っ
た
産
業
革
命
以

降
、
科
学
的
・
理
性
的
な
合
理
主
義
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
英
国
。
そ
の
反
動
で
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
人
間
の
情
念
や
幽

霊
、
怪
奇
現
象
と
い
っ
た
不
可
思
議
な
も
の

へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
今
号
で
は
、

英
国
初
の
「
ゴ
シ
ッ
ク
ホ
ラ
ー
小
説
」
が
誕

生
し
た
奇
妙
な
館
を
紹
介
し
た
い
。

　

18
世
紀
末
か
ら
19
世
紀
に
か
け
て
、
英
国

で
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
小

説
（Gothic Fiction

）。
中
世
（
ゴ
シ
ッ
ク

様
式
）
の
古
城
や
廃
墟
と
な
っ
た
修
道
院
を

舞
台
に
、
科
学
で
は
解
明
で
き
な
い
超
自
然

現
象
に
よ
る
恐
怖
や
絶
望
を
描
き
、
ま
た
多

く
の
場
合
で
恋
愛
要
素
を
ふ
く
む
こ
と
か
ら
、

「
ゴ
シ
ッ
ク
ホ
ラ
ー
」「
ゴ
シ
ッ
ク
ロ
マ
ン
ス
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ

リ
ー
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
や
ブ

ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
」
は
、

そ
の
代
表
例
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
ゴ
シ
ッ

ク
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
し
た
先

駆
者
が
、
今
回
紹
介
す
る
館
の
主
人
、
ホ
レ

ス
・
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
だ
。

　

ホ
レ
ス
は
そ
の
苗
字
か
ら
推
測
で
き
る
通

り
、
初
代
首
相
を
務
め
た
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ

ル
ポ
ー
ル
の
５
人
の
子
ど
も
の
う
ち
の
末
子

で
あ
る
。
し
か
し
、
４
番
目
の
子
と
は
11
歳

も
離
れ
て
お
り
、
当
時
夫
婦
関
係
は
破
綻
し

て
い
た
上
に
、
母
親
は
別
の
男
性
と
恋
愛
関

係
に
あ
っ
た
た
め
、
出
生
に
は
黒
い
噂
が
つ

き
ま
と
っ
た
。
そ
う
し
た
出
生
の
秘
密
が
影

を
落
と
し
た
の
か
、
ホ
レ
ス
は
女
性
に
興
味

を
持
た
ず
、「
同
性
愛
者
」「
無
性
愛
者
」
な

ど
と
呼
ば
れ
る
ま
ま
、
生
涯
独
身
を
貫
い
た
。

　

20
歳
の
と
き
に
敬
愛
す
る
母
親
が
病
死

す
る
と
、
悲
嘆
に
く
れ
た
ホ
レ
ス
は
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
を
自
主
退
学
。
父
親
は
、
税
関

の
検
査
官
と
い
っ
た
「
食
べ
る
の
に
困
ら
な
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い
」
程
度
の
閑
職
を
い
く
つ
も
斡
旋
し
、
息

子
の
生
活
を
支
え
た
。
や
が
て
父
親
も
亡
く

な
っ
て
遺
産
を
手
に
し
た
ホ
レ
ス
は
、
自
分

の
好
き
な
も
の
だ
け
が
詰
ま
っ
た
「
夢
の
館
」

の
建
造
を
計
画
。
ま
も
な
く
完
成
し
た
の
が

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
ヒ
ル
・
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。

　

購
入
当
初
は
コ
テ
ー
ジ
の
よ
う
な
簡
素
な

建
物
だ
っ
た
が
、
ホ
レ
ス
は
何
度
も
改
築
を

行
い
、
尖
塔
、
胸
壁
、
円
塔
を
備
え
た
中
世

風
の
城
に
変
え
た
。
名
前
は
、
登
記
書
に
記

名
さ
れ
て
い
た
土
地
名
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・

ヒ
ル
・
シ
ョ
ッ
ト
」
に
ち
な
ん
で
い
る
。
内

装
に
も
こ
だ
わ
り
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖
堂
、

セ
ン
ト
・
オ
ー
ル
バ
ン
ズ
大
聖
堂
、
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
な
ど

の
好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
「
拝
借
」
し
、
パ
ズ

ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の

た
め
、
デ
ザ
イ
ン
性
と
し
て
は
統
一
感
に
欠

け
、
少
々
質
を
落
と
し
た
模
倣
部
屋
を
見
て

い
る
か
の
よ
う
で
、
館
内
を
歩
い
て
い
る
と

奇
妙
な
感
覚
に
陥
る
。
だ
が
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
寺
院
に
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
７
世
チ
ャ

ペ
ル
を
模
し
た
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」（
写
真
上
段

の
右
）
の
眩
さ
は
秀
逸
で
、
同
所
の
一
番
の

見
ど
こ
ろ
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

彼
の
奇
人
ぶ
り
は
、
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
文
筆
業
も
行
っ
て
い
た
ホ
レ
ス
は

筆
ま
め
で
、
生
涯
４
０
０
０
通
も
の
手
紙
を

書
き
、
そ
れ
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た
。

送
付
し
た
手
紙
は
、
な
ん
と
相
手
が
読
み
終

わ
っ
た
後
に
返
送
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、「
い
わ
く
つ
き
」
の
も
の

に
目
が
な
か
っ
た
。
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
に
埋
葬

さ
れ
て
い
る
棺
か
ら
盗
ん
だ
エ
ド
ワ
ー
ド
４

世
の
髪
、
ヘ
ン
リ
ー
８
世
に
処
刑
さ
れ
た
ト

マ
ス
・
ウ
ル
ジ
ー
枢
機
卿
の
帽
子
、
魔
女
狩

り
で
有
名
な
ジ
ェ
ー
ム
ズ
１
世
の
手
袋
、
凶

悪
な
殺
人
犯
の
肖
像
画
…
。
怨
念
が
こ
も
っ

て
い
そ
う
な
中
世
の
品
々
の
収
集
は
、
ホ
レ

ス
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
掻
き
立
て
た

に
違
い
な
い
（
収
集
品
は
現
在
、
米
イ
ェ
ー

ル
大
学
所
蔵
）。
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
ヒ
ル
・
ハ

ウ
ス
で
暮
ら
し
始
め
て
15
年
ほ
ど
が
経
っ
た

１
７
６
４
年
、
こ
の
館
で
就
寝
中
に
見
た
悪

夢
を
も
と
に
し
た
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
「
オ
ト
ラ

ン
ト
城
奇
譚
」
を
発
表
。
予
想
外
の
大
ヒ
ッ

ト
に
、
ホ
レ
ス
自
身
が
驚
い
た
と
い
う
。

　

興
味
が
わ
い
た
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
奇
妙
な

館
を
訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
。
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Strawberry Hill House & Garden
ストロベリー・ヒル・ハウス＆ガーデン

268 Waldegrave Road, Twickenham TW1 4ST
www.strawberryhillhouse.org.uk

【開館日】 水～日曜 10：00 ～ 16：00
 ※ガーデンとカフェは 9：00 ～ 16：00

【料金】 ￡16.50
【最寄り駅】 ストロベリー・ヒル駅

※ 2026 年２月 24 日現在
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　1764 年に出版された「オトラント城奇譚」
は、1529 年にイタリアの司教がナポリで執
筆した本が、イングランド北部の伝統的なカ
トリック教徒の家で見つかり、それを英訳し
た――という体裁がとられていた。そのため、
ホレスはあえて古風な文体で執筆したが、想
定外に大ヒットし、「素晴らしい翻訳本」と評
価されすぎたことで、再版以降はホレス自身
の創作だと公表。すると多くの評論家が「騙
された」と手のひらを返すように酷評した。
しかし、ファンタジー、SF、ミステリーなど

の先駆けとも言える同書の衝撃と影響力は大きく、やがてゴシック小
説という分野が確立していった。
　「オトラント城奇譚」は、中世イタリアにあったとされるオトラント
公国が舞台。かつて同国を治めていた「善良公」の血筋ではなく、現
在はその公位簒奪者の孫にあたるマンフレッドを君主としている国で
ある。盤石な地位の維持と領地拡大を目論んだマンフレッドは、病弱
な息子と「善良公」の正統な血筋を持つイザベラを結婚させようとす
るが、結婚式の当日、突然巨大な兜が頭上に落下したことで息子が落
命。後継ぎを亡くしたマンフレッドは、自身がイザベラと結婚し、「オ
トラントの城と領主権は正統な継承者が現れた時、現在の者から引き
継がれる」という古い予言を回避しようとする。
　ストーリーが進むにつれて、マンフレッドの陰謀はより卑劣になっ
ていき、それに伴うように城内で怪奇現象が発生しはじめる。飾られ
た絵画が動き、ドアがひとりでに閉まり、ホールに鎧騎士の声が響き
渡り…。続きはぜひ本を読んでいただきたい。

▲ まるでドラキュラ伯爵のような怪しげな容貌のホレス・ウォルポールの肖像画（右）、
　 ストロベリー・ヒル・ハウス内にある「オトラント城奇譚」が執筆された部屋（左）。

 

「オトラント城奇譚（The Castle of Otranto）」


